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飯塚の霧と災害について
牧 園

　　　　　　　　は　し　が　き

　飯塚は九州における霧の多発生地であり・したがって

濃霧による送電線の事故が多い．1955～1957年の霧につ

いて主として予報的見地から調査した結果と1956年12月

28日から1957年1月4日にかけ北九州一帯に発生した濃

霧による送電線事故について検討した結果を発表する．

　1．　予報的見地からみた飯塚の霧

　（1）　飯塚の地形

　地形としての特長は（a）北部方面を除き標高1000m

くらいの山に囲まれた盆地で（b）炭鉱地帯どしてまた

北九州工業地帯の一環としての炭塵源に富んでおり（C）

遠賀川が市を南北に貫流していることである．

　（2）霧の発生回数

　1955～1957年の霧の発生回数を第1表に示す．

俊 男＊

析が必要である．第2表は上記の見地から地上850mb

上層天気図を併用して求めた発生原因を示す．

　2．　送電線事故の実例と濃霧で事故の発生しない実例

との比較
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第1表　霧の発生回数（1955～1957）
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　9月～12月に最も多く，2月～5月がこれに次ぎ夏期

に少ない．乾燥期に最も多く発生することから必然的に

送電線事故もこの期間に限定される．

　（3）霧発生時のwind　rose

　霧の発生には風の弱いこと，とくに夜間の風が弱いこ

とが重要因である．第1図は霧の発生が最も多い9月～

12月のwind　roseを示す．第1図から（a）飯塚では夜

間の静穏が実に多く各月とも00h－09hにおいては60％

以上となっている．（b）18h－23hのN分から00h－

09hのS分への転向が顕著でこれが当地の局地風と思

われ，この場合に霧が発生する．

　（4）　気圧配置による発生原因

　気圧配置から霧の発生原因を検討する時地表天気図の

みでは＊＊判断し難い場合が多い．850mb上層天気図の解

第1図　霧発生時のwin（1rose

Oの中の数字は静穏の％を示す

第2表　気圧配置による発生原因

分　類
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＊飯塚測候所一1958年9月15日受理一丁・Maki－
　zono：On　the　Fog　at　Iizuka　and　Fog　Damage

＊＊たとえば地上天気図に移動性高気圧，frontがあ

　つて，当然霧の発生が予報されるとき発生しない．

　地上天気図に移動性高気圧，frontがなくまた冬
　季の季節風の吹出し中に霧が発生することがある．

Hl

F

H2
H3

移動性高気圧によるもの　放射霧

Frontによるもの（10wを含む）一

　f地上850mb天気図にfrontが見られる
　　もの，

　f〆地上にfrontが見られないが850mb天
　　気図に見られるもの．
北太平洋高気圧圏内にあるもの，放射霧

オホーック海高気圧圏内にあるもの，放射霧

1958年11月

　第2図は，はしがきで述べた実例で1956年12月28日・

第3図は1955年12月24日の地上天気図と850mb高層天

気図を示す．いずれも飯塚において濃霧のあった場合

で，第2図は事故の発生，第3図は事故のない場合であ

る．第2図では850mb天気図に北九州にwarm　front

があり北九州への暖気移流がみられ・すなわち湿潤な前

線霧と思われ，第3図では日本海から寒気の移流がみら
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　　地上天気図　　　　　　850mb天気図
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　　　第2図事故発生時の天気図
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　　地上天気図　　　　　　850mb天気図
21h23th　Dec．1955　　　00h24th　Dec．1955

　　第3図　事故発生しない時の天気図
　　　　　24th　Dec．　1955　三2
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第4図　混合比偏差図（月平均値より）
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第5図　日平均湿度の累年偏差
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れ，放射霧と思われる．第4図は21M

1956－511957と21XK1955－31XI王1955ま

での1000mb，850mbの混合比偏差図を
示す．

　日付の下のi……［は1956年の事故発生

日・その下の…は1955年の濃霧を示す．

第4図から事故の発生する濃霧は1000，

950mbの混合比が正，すなわち増加し

ており，事故のない時の濃霧は混合比が

負，すなわち減少している．第5図は

1955年M月15日～X皿31日の飯塚における

日平均湿度の累年偏差図である．1956年

は15～25日まで非常な乾燥を示し雨量は

ほとんどない．1955年は18日～20日，23

日～26日に偏差が正となり20日には10

mmくらいの降水があった．

　第2～第5図を総合して，送電線に事

故を起すときは長期間の乾燥状態，無降

水状態が続き送電線の碍子が著しく汚染

された後に湿潤な前線霧が発生した時に

起り，事故のない時は以前に降水があり，

湿度の偏差が正を示す期間の後に発生す

る放射霧であるような傾向がわかった．

　　　　　む　　す　　ぴ

　以上で結論として飯塚における霧は乾

燥期に最も多く発生し，必然的にその他

の気象条件と結びついて送電線に事故が

生ずる．濃霧でも湿ったfrontal　fogが

radiatioll　fogよりも事故を生じ易いこ

とがわかった．

寒天気”　5．11．


